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【目的】ヨードメチルエステル類から発生させたアシロキシメチルラジカルの
N-Tsおよび N-PMPイミンへの付加反応をすでに報告した 1)。本反応を窒素上の置
換基として、酸性条件で容易に除去できる Boc基を有するイミンへ適用した。 
【結果】Boc基を有するイミン 2とピバル酸ヨードメチル(1)のジクロロメタン

溶液にトリエチルホウ素を 2時間おきに 1当量加えながら室温で 12時間反応させ
ると、目的の付加体 3 だけでなく、イソシアナート 4 とエチルカルバマート体 5

が生成した。反応を–78 °Cで行うと、4と 5は生成せず、3が 90%収率で得られた。 
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